
■ パフォーマンステストの課題
　高等学校でのパフォーマンステストとライティン
グ指導における課題を整理すると次の 4点に分類で
きる。
①  効果的なライティングの指導法が分からない。
②  クラスサイズが大きいため（1クラス 40人程度），
原稿の添削や評価（特に語彙・文法面）に時間が
かかる。

③  教員自身の英語力に自信がなく，原稿を添削した
りフィードバックを与えたりすることが難しい。

④  観点別評価を踏まえたパフォーマンステストの
評価方法が分からない。特に，「主体的に学習に取
り組む態度」の評価が難しい。

　これらの課題を解決しつつ，生徒のライティング
能力の向上を目的に行った本実践研究に関して，事
前指導，評価，事後指導の 3つのセクションに分け
て以下に解説する。

■ パフォーマンステストの事前指導
　事前指導を行うにあたり理論的背景として「ジャ
ンル」の概念を用いた。ジャンルは機能文法
（functional grammar）の中で発達した考えである。
それぞれのジャンルには「目的」があり，「段階」を踏
んで行う「社会的」な言語使用のことを言う
（Martin, 2016）。具体的には物語文，反応文，手順
文，振り返り文，描写文，説明文，説得文などが挙げ
られる。それぞれのジャンルには特定の目的，文章
構造，言語的特徴がある。例えば，描写文であれば，
「何かに関する数値や特徴の情報を伝える」という
目的があり，「トピックの特定，描写」という文章構
造がある。そして「細かに描写する動詞や形容詞」が
言語的特徴の 1つである。このような文章の種類や
その言語的分析がまずオーストラリアなどで第一言
語の指導に応用されてきた。現在では第二言語とし
て英語を指導する場面でも広く活用されている。
　ジャンルの研究者たちはこの概念を用いて「ジャ
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■ はじめに
　2022年 4月から 2023年 3月まで著者 2人は愛知
県立中村高等学校においてパフォーマンステストと
ライティング指導の研究を行った。このテーマを選
んだのは 2つとも高等学校における英語教育におい
て課題であると考えていたからだ。著者の 1人であ
る池田が指導実践を行い，その理論的な支援をもう
1人の著者である渡辺が行った。1校における事例
ではあるが，できるだけ多くの学校で活用しやすい
形を求めて，1年弱にわたって実践及び研究を行っ
てきた。本記事でその内容を紹介する。
　はじめに，本実践研究に至るまでの背景を簡単に
述べる。池田が昨年度まで勤務していた愛知県立中
村高等学校は，平成25年度より愛知県の先進的英語
教育の拠点である「あいちスーパーイングリッシュ
ハブスクール」に指定されている。また，国際理解教
育にも注力しており，令和元年度には国際理解コー
スが新設され，海外研修や姉妹校との連携など豊富
な国際交流活動を展開し，グローバル社会で活躍で
きる生徒の育成を目指している。
　ハブスクール研究の重点テーマは，「生徒のコ
ミュニケーション能力を育成するための言語活動中
心の授業及びパフォーマンステストの実践」であっ
た。池田は研究責任者として 5年間先進的な英語教
育の実践に取り組み，文部科学省より英語教育推進
リーダーの認定を受け，コミュニケーション重視の
授業を普及するために 3年間教員研修の講師も務め
た。しかし，ハブスクールでの実践や研修講師を経
験する中で，パフォーマンステストの指導方法や評
価の在り方について，多くの教員が様々な課題に直
面していることを認知した。その課題を解決するた
めの具体的な指導方法を提案し，より充実したパ
フォーマンステストとライティング指導を普及でき
ないかと考え，本実践研究を試みた。

パフォーマンステストと
ライティング指導 ─指導と評価への提案─

南山高等学校・中学校女子部（元愛知県立中村高等学校）教諭　池田達哉　　武蔵野大学講師　渡辺英雄
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得文を書かせるものであったが，第 2回は反応文と
描写文を書かせることにした。
　ステップ 2ではモデル文を提示した。図 2は池田
が作成したオリジナルのモデル文である。モデル文
のテーマは「筆者の地元で人々に愛されている食文
化」を選んだ。食文化を選んだ理由は，「文化」とい
う言葉が生徒にとって抽象的であり，具体的なアイ
ディアが出てこない恐れがあると判断したためであ
る。できるだけ身近な文化をモデル文のテーマとし
て選択した。

図2　池田によるモデル文

　モデル文を提示した後は，その文章構成と文法・
単語の特徴を生徒に考えさせるタスクを設定した
（図 3）。本モデル文の構成を分析すると「紹介する
地元の文化の提示」「紹介する地元の文化の説明」「そ
の文化への自分の思い」の 3つのパートに分類でき
る。生徒自身がモデル文の文章構成を分析すること
で文章構成力を高められないかと考えた。

図3　モデル文の文章構成と言語的特徴

　描写文の特徴は，何かを描写するための動詞や形
容詞が含まれることである。本ライティングテスト
の文章構成の中で最も重要なパートは，「紹介する
地元の文化を説明すること」である。描写文を書く
際に必要とされる言語的特徴を指導するために「も
のや文化の特徴を表す表現」「人がすることを表す表

ンル準拠指導法（genre-based pedagogy）」という
指導法を確立した。この指導法では下記に示す 4つ
のステップでライティングの指導を行う
（Paltridge, 2001）。

ステップ 1　指導・学習背景の設定
　学習者のニーズ，学習目標から指導するジャンル
を設定する。
ステップ 2　モデル文の提示
　指導するジャンルの文章構造，文法・単語の特徴
をモデル文とともに示す。
ステップ 3　共同的ライティング
　教師と学習者が共同で英作文を行う。教師はス
モールステップとなる活動を用意する。
ステップ 4　自立的ライティング
　学習者が自力で設定されたジャンルを書く。学習
者は書き終えた後に英文についてフィードバックを
受ける必要がある。

　これらの 4つのステップを考慮し，ライティング
テストの事前指導用のワークシートを考案した。
　ステップ 1に関しては，ライティングテストの目
標，日程，実施方法，試験内容を実施要項としてワー
クシートに記載した（図 1）。

図1　パフォーマンステスト実施要項

　1. 目標は，本校英語科のCan-doリストの目標に
準拠して設定した。2. 日程は，試験期間に 5日の幅
を持たせ，担当教員が試験日を柔軟に選択できるよ
うにした。3. 実施方法は，各クラス統一した試験時
間で行うこととした。4. 試験内容は，単元のテーマ
（What can we learn from Native Hawaiians?）を
生徒がpersonalizeできるようなタスクを設定した。
　2学期に行った第 2回のテストでは，タスクを決
定する際，ジャンルの種類に留意した。前述したよ
うに，各ジャンルは，特定の目的，文章構成，言語的
特徴を含む。生徒が様々なジャンルの文章を書くこ
とで幅広いライティング力を育成できるよう，1学
期に行った第 1回パフォーマンステストとは異なる
ジャンルを選択した。第 1回のタスクは反応文と説
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令和４年度　１年生　第２回　ライティングテスト　実施要項　（生徒用）

１. 目標： 身近なトピックについて、自分の考えを１００語以上の英語を用いて書くことができる。
２. 日程 １２月１２日（月）～１２月１６日（金）の間の授業時間を利用し実施する。

３. 実施方法  英語コミュニケーションⅠの授業時に各教室で２５分間（５０点満点）の記述形式で行う。
辞書の持ち込みは不可とする。

４. 試験内容 あなたにとって大切な地元の文化について、１００語以上の英文で、紹介しなさい。

Iʼll introduce the food culture of Tsubame city in Niigata. 
People in Tsubame love Tsubame ramen. It features its delicious 
soup and noodles. The soup has a lot of fat on the top of it. The 
noodles are very thick. The thick noodles often surprise customers. 
Traditionally, Tsubame city has a lot of craftspeople who polish 
western tableware at factories. They often use delivery services for 
the ramen. Actually, the factories are too cold in winter. The fat 
on the top of the soup can keep the soup warm. When I eat the 
ramen, it reminds me of my childhood and I feel happy to have 
grown up in Tsubame. So, this is very important to me.

(1)　「紹介する地元の文化の提示」、「紹介する地元の文化の説明」、「その文化への自分の思い」の３つの
パートから作られています。それぞれのパート がどこで分かれているか考えてみましょう。 

「紹介する地元の文化の提示」

「紹介する地元の文化の説明」

「その文化への自分の思い」

(2) モデル文の中から下記の項目の具体例を見つけてみましょう。

①ものや文化の特徴を表す表現

②人がすることを表す表現

③自分の思いを表す表現



　事前指導での大きな課題はフィードバックであっ
た。前述のようにフィードバックはジャンル準拠指
導法で重要とされているが，教師にとって時間がか
かる。これによりライティング指導やパフォーマン
ステストが行いにくくなっていると考えた。そのた
め今回は自動添削を用いて効率的に生徒がフィード
バックを受けることができる機会を作った。現在，
TOEFLなどの言語テストにおいてもライティング
の評価は人間とコンピュータがそれぞれ分担をして
行っている（石川，2017）。またコンピュータを用い
た自動ライティング評価（automated writing 

evaluation）はまだ発展途上であるが，今後ライ
ティングのテストにおいても，ライティングの学習
においても普及していくとされている（Stevenson 

& Phakit i ,  2019）。今回は EasyBib（Chegg 

Service, 2020）という自動添削サイトを用いた。
EasyBibに英文を入力するとAIが文法的，語法的な
間違いを指摘し，修正案を提示する。
　導入の際は，授業でEasyBibの使い方を生徒に紹
介した。各自のタブレットコンピュータを用いて
EasyBibにアクセスさせ，文法的誤りを含む英文サ
ンプルを入力し，どのようにフィードバックが提示
されるかについて確認させた。非常に使いやすい
ツールなので，ライティングテストの原稿作成にも
EasyBibを積極的に活用するように伝えた。修正案
が提示された際に，なぜ修正されたかが理解できな
い場合は，教員に質問するように声をかけた。最後
に，試験当日までに各自で原稿を作成し，その原稿
を暗記してくるよう指示した。

■ パフォーマンステストの評価
　パフォーマンステストの評価について示す前に，
まず言語評価の構成要素を示す。言語評価は「有益
な影響（Beneficial consequences）」，「妥当性 

（Validity）」，「信頼性  （Reliability）」，「実用性
（Practicality）」の 4つの要素によって構成されてい
る（Green, 2021）。

現」を生徒に分析させるタスクを与えた。
　ステップ 3では，生徒がスモールステップを踏ん
で英文を書くことができるよう支援を与える必要が
ある。生徒が自分の考えを整理しやすいように，原
稿のトピックとアウトラインを作成するタスクを与
えた（図 4）。日本語で原稿を作る際は，後で英語に
直しやすいように英語の文構造を意識して日本語を
作成する方法を伝えた。

図4　アウトライン作成用紙

　ステップ 4は，学習者が自力で設定されたジャン
ルを書く段階である。生徒はワークシートの原稿
（図 5）に，図 4で描いた構想を基に英文を書いた。
原稿には，ステップ 2で提示した文章構成に沿って
英文を書けるよう各段落にタイトルを示した。

図5　原稿ワークシート
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2. Select your topic. 

Write down topics you are interested in.  

                                                                                             

                                                                                             

Which topic do you want to introduce the most? 

                                                                                              

 
3. Make an outline.  
 

Introduction  
(What is it?) 

 

Description 
 (Where does it happen? 
What do you do?  
When do you do it?) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Your opinion 
 (Why do you like it? 
How will you conclude 
your essay?) 

 
 
 
 
 
 

 
 
  

4. Write a draft.  ※ オンラインウェブサイトを活用して、よりよい英文を書きましょう。 
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調整しようとしたりしているかを評価する。
　図 6はこれらの 3観点を踏まえて作成したライ
ティングテストのルーブリックである。

図6　パフォーマンステストのルーブリック

　評価基準を設定する際は，評価の「有益性」，「妥当
性」，「信頼性」を考慮するとともに，先に述べたパ
フォーマンステストの課題を解決するために「実用
性」も考慮した。
　「思考・判断・表現」は「内容」と「論理構成」を評
価項目とした。「内容」は，地元の文化について十分
に描写されているかを評価した。評価基準は，5つ
以上の異なる観点で文化の詳細について説明されて
いたら10点，3つ～4つであれば6点，2つ以下であ
れば 1点を与えた。評価の際は，生徒がどの英文が
評価されたのかが分かるように，文化の詳細につい
て適切に説明がされていると判断した部分に下線を
引き，説明1・説明2のように数字を記入した。「論理
構成」は，事前指導で示した「紹介する地元の文化の
提示」「紹介する地元の文化の説明」「その文化への自
分の思い」の 3つのパートに沿って文章が構成され
ているものは10点，欠けているパートが1つあれば
6点，2つ以上あれば 1点とした。
　「知識・技能」は「文法・語彙」を評価項目とした。
評価の信頼性を向上し，負担を軽減するために従来
とは異なる評価方法を試みた。一般的にライティン
グテストにおいて「文法・語彙」の評価をする際は，
文法的誤りの数をカウントし，その数に応じて得点
を与えることが多い。しかし，本校では担当者が 3

名おり，評価の一貫性が欠けてしまう問題や文法的
誤りを指摘することに時間がかかるという問題があ
る。従って，「文法・語彙」については，別のタスクを

　まず「有益な影響」とは，学習者が「評価内容が自
分（学習者）の目標と学習内容に合っている」と判断
した時に起こる学習者への“良い波及効果”であり，
これがその評価にどの程度備わっているか，という
ことである。そして「有益な影響」は学習の到達度に
ついてフィードバックを受けることにより起こると
される。次に「妥当性」は「評価で問うていること」
が「測ろうとしていること」をどれほど本当に測っ
ているかのことを言う。英作文の能力を測りたいの
に，穴埋めの選択肢問題では英作文能力は測れてい
ないと考えられて妥当性は低くなる。「信頼性」は評
価においてどの程度正確に学習者の言語能力を測れ
るかを意味する。複数人が同じ対象物を評価しても
ブレがなければ信頼性の高い評価方法だと判断され
る。最後に「実用性」は評価を行う上で必要な機材，
条件が揃っているかを表す。例えば学校教育におい
て，40人のクラスで教員 1人が生徒 1人あたり 20

分間のスピーキングテストを行うことは非現実的で
あり，実用性が低いと言える。
　このように言語評価の構成要素を示したが，言語
評価の最終的な目的は「有益な影響」を学習者にも
たらすことであるとGreen（2021）は言う。私たち
教師は学習者が「授業で学んだことをしっかりやれ
ば評価される」，「自分の学習目標と学校で評価され
ている内容が関連している」，「自分の解答や成果物
に対して改善にいかせるコメントをもらっている」
と思えるような有益な影響をもたらす評価をすべき
である。ただ言語評価はとても難しく，前述の 4つ
の要素全てを完璧に満たすことは不可能に近い。原
則として，妥当性と信頼性は互いに関連しており，
一般的に妥当性が上がれば信頼性は下がり，信頼性
が上がれば妥当性は下がる。そのような状況の中
で，パフォーマンステストは言語評価の「有益な影
響」と「妥当性」を高めると考えられる。
　高等学校における評価は，令和 4年度より観点別
評価を踏まえて実施されている。外国語科では「読
むこと」，「聞くこと」，「話すこと（やりとり）」「話す
こと（発表）」「書くこと」の 5領域において，「知識・
技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習に取り組
む態度」の 3つの観点で評価される（文部科学省 , 

2018）。「知識・技能」は言語材料を正確に使用して
いるか，「思考・判断・表現」は場面に応じて言語を
適切に使用しているか，「主体的に学習に取り組む
態度」は，粘り強く学習に取り組んだり，自ら学習を
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5.　評価項目　（１）内容　（２）論理構成　（３）語彙・文法　（４）語数　（５）自己調整
評価項目 評価基準

思考
判断
表現

内容

自分にとって大切な地
元の文化についての詳
細が十分に説明されて
いる。

自分にとって大切な地
元の文化についての詳
細がある程度説明され
ている。

自分にとって大切な地
元の文化についての詳
細がほとんど説明され
ていない。

10 ６ 1

論理構成
十分に論理的な文章が
書かれている。

ある程度論理的な文章
が書かれている。

論理的な文章が書かれ
ていない。

10 ６ 1

知識
技能

文法・語彙

文法・語彙を正確に用い
て英文を書く技能が身
についている。

文法・語彙をある程度正
確に用いて英文を書く
技能が身についている。

文法・語彙を正確に用い
て英文を書く技能が身
についていない。

10 ６ 1
知識・技能の評価は、別問題にて実施する

主体
的な
態度

語数
指定された語数を満た
している。

指定された語数を満た
していない。

10 1

自己調整

教員や生徒からのフィ
ードバックを踏まえ、よ
りよい文章を作成しよ
うとしている。

教員や生徒からのフィ
ードバックを踏まえ、よ
りよい文章を作成しよ
うとしていない。

10 1



続する。
　事後学習では自己調整面とライティング面の 2つ
に分けて学習者が内省すべきである。自己調整面で
は，テストに向けて勉強する中で不安ややる気のな
さがあった時にどのような工夫をしたか，テストの
評価を見て，次のテストに向けて，またさらに英語
学習を続けていく上で，自分にどのような言葉をか
けるか，を学習者に内省するように指導する。ライ
ティング面では，今回のテストに向けて準備し，テ
ストを受けたことで自分に身に付いたライティング
能力・知識（文章構成，文法，語彙面）は何か，テスト
に向けてどんな準備をしたか，どのような改善点が
あるか等について考えさせる。このような指導は学
習指導要領で示される「主体的に学習に取り組む態
度」と関連している。学習者がどのように学習に取
り組んだかは学習者にとっても，教師にとっても知
る必要があることである。
　上記を踏まえて，パフォーマンステストの事後指
導は，「フィードバック」と「振り返り」に焦点をあて
た。フィードバックは以下の手順で行った。
（1）  原稿を返却し，各観点の評価基準を伝える。
（2）  並べ替え問題及び和文英訳問題に関して，共通

して見られた文法的誤りについて解説する。
（3）  ペアで原稿を読み合い意見交換する。
　ペアでの意見交換は，ワークシートに以下の指示
を与え，ペアで 15分程度やりとりさせた。
(a)  What important part of their culture did your 

partner introduce?           

(b)  Write three things you have learned about 

the culture. 

(c)  Write anything that you got interested in 

about his or her draft.      

(d)  Write a question to help you learn more 

about your partner’s important culture.   

(e)  Write anything that you didn’t understand in 

your partner’s draft.

　(a)と (b)は内容をパートナーが理解できたかど
うかを確認するためである。(c)は紹介したものに
ついてペアから肯定的なコメントをもらうことで学
習動機を向上させることを期待している。(d)と(e)

は相手に伝わらなかった英文に気づき，リライトの
際に内容面及び文法面の質を向上させることを狙い
としている。
　振り返りの際は，振り返りシートを作成し（池田

用意した。これで評価者は内容面と文章構成面だけ
に焦点をあてて原稿を評価することが可能となった。
　「文法・語彙」の別のタスクとは，並べ替え問題 3

問と和文英訳問題 1問である。並べ替え問題のメ
リットは，評価者による採点のブレがなくなること
である。和文英訳については，様々な解答が出るが，
1問だけなので，比較的効率的に採点を行うことが
できた。これらのタスクのメリットとして，共通し
た文法的誤りを把握することができるので，事後指
導の際に全体にフィードバックを与えやすいことが
挙げられる。この方法は，40人 1クラスのクラスサ
イズで複数のクラスの生徒全員に 100字以上の原
稿のフィードバックを与えることを考えるとはるか
に現実的ではないだろうか。
　「主体的に学習に取り組む態度」においては，「語
数」と「自己調整」の項目を設けた。「語数」は，「粘り
強さ」すなわち生徒が粘り強く積極的に英語を書こ
うとする態度を測定する。100語以上の英文が書け
れば 10点，満たない場合は 1点とした。「自己調整」
は一度自分が書いた英文を，教員やクラスメートか
らのフィードバックや自己内省を踏まえ，更により
良いものに改善していこうとする態度を評価する。
事後指導を終えた後，改めて原稿を書き直したもの
を提出すれば 10点を与えた。提出しない，または提
出したが改善がされていない場合は 1点とした。
　評価結果の平均点（N=77）は，内容が 9.2点，論理
構成が 9.7点，知識・技能が 6.9点，語数が 9.9点，自
己調整が 9.8点と全体的に高得点であった。

■ パフォーマンステストの事後指導
　パフォーマンステストの事後指導ではジャンル準
拠指導法，評価の構成要素で挙げられたフィード
バックに加えて，「自己調整学習方略（ s e l f -

regulated learning strategies）」を理論的背景とし
て用いた。自己調整学習方略が言語学習において重
要であり，下記の 4つの要素からなるとOxford

（2017）は唱える。
　（1）  目標を決めて，その目標を評価して，新たな目

標を作る。
　（2）  自己効力感を維持し，生産的な学習環境を作

る。
　（3）  効果的な学習方略（例：ノートの取り方，調べ

方）を行う。
　（4）  努力を続けて，サポートを見つけて，学習を持
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文法を学べた」が多かった。
　自動添削ツールの活用に関しては，「十分役に
立った」が 71.8%，「ある程度役に立った」が 23.9%

であった。「すぐに正しい英文に直してくれる」，
「色々な表現を知れる」という理由が多かった。
　フィードバックについては「十分役に立った」が
71.8%，「ある程度役に立った」が 23.9%であった。
「自分では気づけないことを知れた」，「客観的な意
見を聞けた」というコメントが多かった。
　振り返りに関しては，各生徒がフィードバックを
踏まえて，内容面や文法・語彙面も含めて改善した
いという前向きなコメントが多く見られた。
　以上のアンケート結果から，本実践研究における
事前指導及び事後指導が生徒のライティング能力の
向上に寄与できたのではないかと考える。特に事前
指導において，モデル文を提示し，ジャンルの言語
的特徴について明示的に示すことが生徒にとって大
切な支援の 1つであることが認識できた。
　また，AIの活用が教員の負担を軽減し，かつ生徒
の自律的な学習の促進につながるということにも手
ごたえを感じている。クラスサイズの問題を考慮す
れば，教員しか評価できない内容面とAIが評価可能
な言語面をすみ分けることで，効率的かつ効果的な
ライティングの指導及び評価が可能になるのではな
いかと考える。

の授業では ICTツールの「ロイロノート」で同じ内
容のアンケートを作成した），生徒に回答させた（図
7）。
　振り返りシートは，以下の 4点を目的として作成
した。考案の際はOxford（2017）の理論を参考にし
た。
（1）  パフォーマンステストの達成度を評価する。
（2）  自身が努力した点や成長を振り返る。
（3）  学習方略（事前準備の方法，EasyBibの活用な

ど）の効果を分析する。
（4）  原稿を改善するために必要なことを考える。
　最後に，振り返りシートの記入および原稿の修正
を課題とし，後日提出させた。

図7　振り返りシート

■ おわりに
　最後に，本実践の成果を①ジャンル準拠指導，②
自動添削ツールの活用，③フィードバック，④振り
返りの 4点についてアンケート結果（N=71）より検
証する。
　ジャンル準拠指導を取り入れた事前指導に関し
て，「十分役に立った」が 80.3%，「ある程度役に立っ
た」が 12.7%であった。主な理由は「モデル文や例
文が良かった」，「文章構成が理解できた」，「単語や
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第２回ライティングテスト 振り返りシート　　Class　　 No　　 Name

【学びの調整】
１第２回ライティングテストの自己評価を行ってください。

理由を簡潔に記入してください。※パフォーマンステストの得点を気にする必要はありません。

＜達成度に関する自己評価＞
(1). あなたにとって大切な地元の文化について、十分に説明することができましたか。
１　十分できた　２ある程度できた　３　あまりできなかった　４全くできなかった
理由（　  ）

(2).  「紹介する地元の文化の提示」「紹介する地元の文化の説明」「その文化への自分の思い」の全ての項目に
ついて記述することができましたか。

１　十分できた　２ある程度できた　３　あまりできなかった　 ４全くできなかった

＜先生やクラスメートからのフィードバックについて＞
(12) 先生やクラスメートからのフィードバックは役に立ちましたか。
1 十分役に立った　2 ある程度役に立った　3 あまり役に立たなかった　4全く役に立たなかった
理由（　  ）

2  上の質問で、２，３，４を選んだ人は、自分ができなかったことを改善するために何をする必要があるか、具
体的に記入しなさい。１を選んだ人は、紹介文をさらにより良いものにするためにどのような工夫ができるか

 を考えて具体的に記述しなさい。箇条書きで構いません。
 ※自分自身の振り返り、先生やクラスメートからのフィードバックを踏まえて考えましょう！

3.  上の１，２の質問で振り返った内容や、先生とクラスメートからのフィードバックを踏まえ、より良い紹介文を
書きましょう。

・新たな原稿用紙に最終原稿を書きなさい。
・２枚をホッチキスで止めて提出してください。※上が final  draf t（最終原稿）になるようにお願いします。
・前の原稿と変更した部分に青のボールペンで下線を引いてください。
★？？？がついているものや改善が必要なコメントがある部分は必ず修正しましょう。
★自己の振り返り、先生やクラスメートからのフィードバックを踏まえて、修正しましょう。
★テストではスペルや文法などが正しく暗記できず間違えている部分がある人もいます。
　テスト前に作成した原稿も参考にして間違いがないように最終原稿を完成しましょう。

辞書、英辞郎、Easy Bib を効果的に使用しましょう！

自分が作成した英語が Easy Bib で修正されて、何か不明な点があったら、先生に聞きましょう！


